
 

第１６９回国会における福田内閣総理大臣施政方針演説（平成２０年１月１８日） 

（「平和協力国家」関連部分抜粋） 

 

 

私の内閣の使命は、国民の活力を引き出し、活力ある国民が活躍する舞台を用意することです。

行政は常に国民の立場に立って、国民が何を求めているのかということを、念頭に置かねばなりま

せん。まずは、将来の不安を無くす仕組みをつくり、その基礎の上に、誰もが成長を実感できるよ

うな経済社会を構築する必要があります。 

また、活発な貿易など、海外との良好な関係なくしては存立し得ない日本にとって、世界が平和

で安定していることは、極めて重要なことです。更に目を広げれば、我々の生活の将来を地球規模

で確保するためにも、地球環境問題への真摯な取組が必要です。 

これらの実現に向け、 

第一に、生活者・消費者が主役となる社会を実現する「国民本位の行財政への転換」 

第二に、国民が安心して生活できる「社会保障制度の確立と安全の確保」 

第三に、国民が豊かさを実感できる「活力ある経済社会の構築」 

第四に、地球規模の課題の解決に積極的に取り組む「平和協力国家日本の実現」 

第五に、地球温暖化対策と経済成長を同時に実現する「低炭素社会への転換」 

以上５つの基本方針に基づき、私は、国政に取り組んでまいります。 

 

（中略） 

 

〈第四 世界の平和と発展に協力する外交の推進〉 

（「平和協力国家日本」） 

世界の活力ある経済を取り込むためにも、また、環境面で世界をリードしていくためにも、我が

国の外交力の強化が不可欠です。世界は今、テロとの闘いを含む安全保障面の課題に加え、地球温

暖化や貧困など、一つの国家では解決できない様々な難題を抱えています。平和で安定した国際社

会は、日本にとってかけがえのない財産であり、日本ができるだけの協力を行う必要があります。

日米同盟と国際協調を基本に、これらの地球規模の課題の解決に積極的に取り組み、世界の平和と

発展に貢献する「平和協力国家」として、国際社会において責任ある役割を果たします。地域や世

界の共通利益のために汗をかく、魅力に満ち、志のある国を目指したいと思います。 

テロとの闘いや大量破壊兵器の不拡散問題に積極的に取り組みます。インド洋における給油活動

を再開するとともに、アフガニスタン、イラク国民の国家再建に対する支援を継続していきます。

紛争地域の再建は、治安の確保と復興を同時に進めることが重要です。こうした平和構築分野での

協力を更に進めるため、我が国が人材育成や研究・知的貢献の拠点となることを目指します。また、

迅速かつ効果的に国際平和協力活動を実施していくため、いわゆる「一般法」の検討を進めます。 

平和協力は狭義の安全保障の分野には限りません。貧困の解消、保健衛生状況の改善などは、人

道上の要請であるとともに、すべての人々に「希望と機会」を与え、平和と安定への道を用意する

ものです。本年我が国で開催されるアフリカ開発会議やサミットなどにおいて、こうした「人間の

安全保障」面での課題解決に向け、Ｇ８各国やＥＵとも協力してまいります。また、自然災害の多

発する我が国が蓄積したノウハウを海外の防災に役立たせるよう、国際協力を進めます。 

「平和協力国家」としての役割を果たしていくためには、我が国外交の活動の場を広げることが

必要です。そのため、安保理常任理事国入りを目指し、国連の改革に取り組みます。中東和平の実

現に向けた取組を始めとした国際貢献に努めるとともに、資源・エネルギー外交を進めます。 

 


